
自己免疫疾患と自己抗体検査１

－抗核抗体－
◆ はじめに
今回から３回シリーズにて、主に膠原病といわれる自己免疫疾患の中でも全身性のものに関わる

検査を中心に概説します。そこで、今回はまずスクリーニング検査に当たる抗核抗体を取り上げた

いと思います。

◆ 自己免疫疾患と自己抗体
免疫は、まず自己と非自己の相違を認識し、非自己の侵入に対して防御的に作用するのが本来の

働きです。自己免疫とは本来このような働きを有する免疫が自己の細胞に対して反応する現象を指

します。その結果、各種臓器や全身性に障害を引き起こす病気、つまり自己免疫疾患が惹起される

のです。

自己免疫疾患では自己と反応する抗体、すなわち自己抗体が高率に出現します。自己抗体の出現

と疾患との間には関連があることがわかっています。特定の疾患に高頻度に出現する自己抗体は疾

患標識抗体あるいはマーカー抗体とよばれ、自己免疫疾患の診断上重要であると考えられています。

この抗体のターゲットは様々な核成分蛋白であるため、総称して抗核抗体と言われています。ま

た細胞質成分に対する自己抗体も存在します。

◆ 自己抗体の検査方法－間接蛍光抗体法－抗核抗体
今日では抗核抗体、すなわち、様々な核成分蛋白に対する抗体を構成する特異自己抗体は５０種類

以上知られており、その一部である主要な自己抗体については対応抗原が判明しています。それ故、

各種特異自己抗体を個別に測定することも可能となっています。しかし、これらを一度で測定する

ことは困難です。そこで一次スクリーニングとして実施されている検査が、間接蛍光法による抗核

抗体検査です。

間接蛍光法による抗核抗体の検査は、スライドガラスに固定した細胞核上で患者血清を反応させ

た後、蛍光標識２次抗体で染色すると自己抗体と反応する抗原の局在部位が蛍光染色されます。当

初は抗核抗体の対応抗原が不明であったため、均質型（Ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ）や斑紋型（Ｓｐｅｃｋｌｅｄ）

などの染色型に分類されました。均質型はＤＮＡ やヒストンなどのクロマチン関連蛋白、斑紋型は

非ヒストン核蛋白に対する自己抗体による染色であるなど、染色型は患者血清中に存在する自己抗

体の推定に利用されてきました。主要な自己抗体の対応抗原が判明しＥＬＩＳＡ 法などで測定可能に

なった現在でも自己抗体のスクリーニングに広く利用される検査法です（図１参照）。

所定の血清希釈倍率で定性的に陰性、陽性を判定するか、陽性となる限界の希釈倍率を求める半

定量的な検査法です。



◆各種疾患における抗核抗体（Ｈｅｐ２細胞使用）の陽性率

（データの一部引用：『臨床検査法提要』改訂第３２版８８０頁より）

◆抗核抗体基本染色パターンと関連疾患

◆参考及び引用文献

『臨床検査法提要』改訂第３２版（金原出版株式会社）・編集：金井正光・編集協力：奥村伸生

染色パターン  
Ｈｏｍｏｇｅｎｏｕｓ型  

  
Ｐａｒｉｐｈｅｒａｌ型  
Ｓｐｅｃｋｌｅｄ型  

  
Ｃｅｎｔｒｏｍｅｒｅ型 
Ｎｕｃｌｅｏｌａｒ型 

疑われる自己抗体 
抗ｄｓＤＮＡ抗体、 
抗ヒストン抗体 
抗ｄｓＤＮＡ抗体 

抗Ｓｍ抗体、抗ＲＮＰ抗体、 
抗ＳＳ－Ｂ抗体等 

抗セントロメア抗体 
 抗核小体抗体 

関連疾患 
ＳＬＥ 
  
ＳＬＥ 

ＳＬＥ、ＭＣＴＤ、ＳＳｃ、ＳｊＳ 
 

ＳＳｃ（特にCREST症候群） 
ＳＳｃ 

※ＳＬＥ：ｓｙｓｔｅｍｉｃ ｌｕｐｕｓ ｅｒｙｔｈｅｍａｔｏｓｕｓ：全身性エリテマトーデス  
　ＭＣＴＤ：ｍｉｘｅｄ ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｅ ｔｉｓｓｕｅ ｄｉｓｅａｓｅ：混合性結合組織病  
　ＳＳｃ：ｓｙｓｔｅｍｉｃ ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ：強皮症  
　ＳｊＳ：Ｓｊｏｇｒｅｎ’ｓ ｓｙｎｄｒｏｍｅ：シェーグレン症候群  
　ＰＭ／ＤＭ：Ｐｏｌｙｍｙｏｓｉｔｉｓ／Ｄｅｒｍａｔｏｍｙｏｓｉｔｉｓ：多発性筋炎・皮膚筋炎  
　ＰＢＣ：ｐｒｉｍａｒｙ ｂｉｌｉａｒｙ ｃｉｒｒｈｏｓｉｓ：原発性胆汁性肝硬変 

陽性疾患 
・ＳＬＥ 
・ＭＣＴＤ 
・ＳＳｃ 
・ＳｊＳ 
・ＰＭ／ＤＭ 
・ＰＢＣ 
・ルポイド肝炎 
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Ｓｔｅｐ－１ 

スライドグラスに固定された

抗原と患者血清の反応 
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自己抗体と蛍光色素標識２次

抗体の反応 

Ｓｔｅｐ－３ 

蛍光顕微鏡で観察 


